
次の文章を読み、以下の問いに答えなさい。 

 

 経済学は、人間の営む経済行為を直接の対象とし、現実の経済現象の根底にひそむ本質

的な諸要因を引き出し、経済社会の基本的な運動法則を明らかにすると同時に、貧困の解

消、不公平の是正、物価の安定、さらには経済発展の可能性を探ろうという実践的な意図

をももつ。経済現象は、一つの社会あるいは複数の社会において、大ぜいの人々が、お互

いに深い関わりをもちつつ、それぞれの置かれた歴史的、文化的、技術的、制度的な制約

条件のもとで、どのような経済的行動を選択するかということによって、その特質が定ま

ってくる。経済学はこのような意味で、「社会」科学である。と同時に、それぞれの社会の

もつ制度的諸条件を明らかにし、そこに置かれた人間がどのような行動をとるかというこ

とについて、科学的な方法によって、その法則性を解明しようとする、そのような意味で、

社会「科学」である。 

 しかし、経済学は普通の意味における科学とは異なる面をもつ。それは、経済学が対象

とする経済現象はあくまでも、歴史的過程のもとにおける人間の社会的行動に関わるもの

であって、繰り返しを許さない歴史的な現象であるということである。そこでは、自然科

学にみられるような実験をおこなうということは許されないし、また天文学のように、同

じ条件のもとで数多くの観察をおこなうということもごくまれにしかできない。したがっ

て、経済学の研究にさいしては、とくに深い洞察力ときびしい論理力とが必要となってく

る。よくいわれるように、経済学は科学のなかでもっとも芸術的なもの（the most artistic 

of the sciences）であり、同時に、芸術のなかでもっとも科学的なもの（the most scientific 

of the arts）である。 

 経済学はまた、すぐれて実践的な面をもつ。経済学者がなにゆえ、経済学に関心をもち、

経済学の研究を一生の仕事としようと決意するのかというと、貧困と分配の問題にその原

点をもつことが多い。なにゆえ、ある一つの社会あるいは国のなかで、同じ人間でありな

がら、一方では貧困に苦しみ、その日その日の食料にすら不自由する人々が大ぜい存在す

るとともに、他方では、暖衣飽食、贅沢に飽くことを知らない人々が存在するのであろう

か。また、世界の多くの国々のなかで、ゆたかな国々と貧しい国々が共存するのはなぜで

あろうか。さらに、一つの国民の歴史をひもといてみると、ある時期には経済的にゆたか

になり、他の時期には貧しくなるのは、どのような原因にもとづくのであろうか。貧困に

苦しむ人々に対する人間的な関わりから経済学に志し、貧困をなくすためにどのような方

策がありうるのかということを模索するということはまた、経済学者たちに究極的に求め

られていることである。 

 日本での経済学の入門書としてもっともすぐれた書物の一つに、河上肇の『貧乏物語』（一

九一七年）がある。この書物はいまから七十年も前に書かれたものであるが、この書物を

読むと、貧困の問題が現在でも経済学の中心的な課題であるということをつよく感じざる

をえない。河上肇が問題とした貧困というのは、生活に必要なものを十分に享受すること

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（著作権の都合上、問題文の掲載をしておりません。） 
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ができず、自由で人間的な生活を営むことができないような状態を指すが、現代の日本で

も、このような意味での貧困がいぜんとして重要な問題であり、どのようにして、この貧

困を解消することができるかということは私たちにとって切実な問題であるということは

否定しえないであろう。河上肇は、『貧乏物語』のはしがきで、There is no wealth, but life. 

という有名なジョン・ラスキンの言葉を引用して、経済の目的は富そのものを求めるため

ではなく、道を聞くためであることを強調した。一九八〇年代の日本経済を眺めるとき、

経済と生活の乖離は大きく、河上肇のいう「貧乏」は、七十年経ったいまでもいぜんとし

て深刻な課題を私たちに提起している。 

 経済学はこのように、経済現象を理解するという科学的、知的な努力であると同時に、

すべての人々が同じようにゆたかな生活を営むことができるような状態をいかにしてつく

り出すかという実践的な要請をもっている。経済学者は、暖かい心と冷めた頭脳を必要と

する所以である。この、経済学のもつ二面性が、経済学の内容をいっそう魅力的なものと

し、同時に複雑なものとしている。そして、数多くの、ときとしては矛盾するような学説

を生み出してきたのである。 

（宇沢弘文（1989）『経済学の考え方』岩波新書，pp.6-8） 

 

問1. 経済学とはどのような学問であると本文では論じられているか、150 字以内で説明し

なさい。 

問2. 筆者の言う経済学の実践的な面に関する理解をふまえつつ、入学後、あなたはどのよ

うな事柄を学びたいか、理由とともに 600字以内で自由に述べなさい。 
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